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支部だより 
 

   支部展特集 

 

っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

高
い
レ
ベ
ル
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
現
役
組
で
は
森
屋
代
表

を
筆
頭
に
石
原
修
（
共
に
安
定
し
た
人

気
）
片
桐
金
治
郎
（
地
元
だ
け
に
フ
ァ
ン

が
多
い
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
を
引
き
締

め
て
い
ま
し
た
。 

人
物
の
平
位
信
子
、
海
外
風
景
の
熊

尾
清
孝
、
静
物
の
福
井
千
鶴
子
、
四
季

の
風
景
福
元
由
紀
子
等
、
年
々
腕
が

上
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
金
田

ち
ひ
ろ
は
介
護
で
多
忙
な
中
、
近
く
の

公
園
を
作
品
に
し
て
い
ま
し
た
。 

酒
井
久
夫
「
相
恋
の
瀧
」
い
い
で
す

ネ
。
「
こ
の
場
所
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す

か
？
」
問
合
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
（
福
島

県
二
本
松
で
す
）・・・ 

梅
津
一
晴 

北
三
陸
岸
壁
の
陰
陽

（
水
彩)

他 

東
日
本
大
震
災
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
が
地
元
に
寄
贈
す
る
事
に

な
っ
た
と
の
話
が
あ
り
喜
ば
し
い
出
来

事
で
し
た
。 

遠
藤
年
英 

小
宇
宙
石
や
貝
を
使
っ

た
独
自
の
表
現
を
造
り
楽
し
い
作
品
で

し
た
。 

今
回
は
常
連
組
が
五
名
程
不
参
加

で
精
彩
を
欠
き
ま
し
た
の
で
、
次
回
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
各
支
部
よ
り
遠
路
多
数
の

ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

 

第
二
八
回
支
部
展
は
立
川
市
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
四
月
九
日
か
ら
四

月
一
四
日
迄
の
六
日
間
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
の
出
展
者
は
広
範
囲
で
長

野
県
、
八
王
子
市
、
東
村
山
市
、
立
川

市
、
日
野
市
、
町
田
市
、
国
分
寺
市
と

搬
入
の
際
は
、
各
人
が
大
変
で
し
た
。 

栃
木
支
部
展
を
終
え
て 

支
部
員 

湯
澤 

朱
美 

中
で
も
子
供
さ
ん
に
人
気
だ
っ
た

村
井
さ
ん
の
「
小
さ
な
創
作
」
は
形
や

色
を
丁
寧
に
書
き
写
し
“
家
で
作
る

ん
だ
”
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
又

親
御
さ
ん
も
「ど
こ
か
で
教
わ
り
子
供

に
教
え
た
い
と
」
。
本
展
の
際
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
そ
ん
な
機
会
が
あ
れ

ば
と
作
者
と
語
り
ま
し
た
。
と
同
時

に
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

締
め
く
く
り
の
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
で

は
、
和
や
か
な
談
話
や
カ
ラ
オ
ケ
等

で
来
賓
の
方
々
と
意
志
の
疎
通
を
図

り
ま
し
た
。 

今
回
の
反
省
点
と
し
て
入
場
者
数

が
昨
年
よ
り
大
分
減
少
し
た
事
で

す
。
心
当
た
り
と
し
て
会
場
内
の
一

部
ド
ア
の
閉
鎖
（
行
政
の
決
め
事
）
等

が
あ
り
、
隣
り
の
ホ
ー
ル
と
の
人
の
流

れ
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
事
に
よ
る
も

の
で
は
と
・
・
・
。
仕
方
の
な
い
事
で
す

の
で
次
年
度
は
支
部
員
の
協
力
に
よ

り
（
口
コ
ミ
等
）
増
員
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 

今
回
の
支
部
展
に
際
し
代
表
を
始

め
、
多
く
の
委
員
、
会
員
の
方
々
に

遠
路
お
越
し
頂
き
ま
し
た
事
、
紙
面

を
お
借
り
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

多
摩
支
部
展
報
告 

支
部
長 

宮
嶋 

ふ
み
子 

 

第
四
回
栃
木
支
部
展
を
、
四
月

二
三
日
～
四
月
二
十
八
日
ま
で
の

六
日 

   

六
日
間
、
新
緑
が
目
に
し
み
る
青
葉

若
葉
の
さ
わ
や
か
な
、
宇
都
宮
文
化

会
館
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
明
る
く
心
地
よ
い
ム
ー
ド
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
と
成
り
、
連
日
多
く
の

方
々
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。 

会
期
中
は
鈴
木
事
務
局
長
他
、
本

部
委
員
の
方
々
に
ご
来
館
頂
き
ま
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お

陰
様
で
約
三
百
名
の
方
々
と
交
流
を

深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

出
展
者
は
三
名
加
入
し
ま
し
て
二

十
名
に
、
作
品
は
三
十
六
点
で
し

た
。
全
体
的
に
見
て
、
力
強
い
作
品
が

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
来
館
者
は
風

景
画
を
見
て
、
自
分
も
そ
の
場
に
い

る
み
た
い
等
と
、
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
作風多彩な顔ぶれ集結 

 
 

作
品
の
展
示
内
容
は
油
彩
一
一
点
、

水
彩
四
点
、
日
本
画
二
点
、
パ
ス
テ
ル
二

点
、
色
鉛
筆
九
点
、
特
殊
工
芸
一
点
、

陶
芸
三
点
、
工
芸
三
点
、
樹
脂
粘
土
二

点
と
作
風
が
多
彩
で
、
お
い
で
く
だ
さ
っ

た
方
に
は
楽
し
み
な
が
ら
廻
っ
て
お
ら
れ

る
様
子
で
し
た
。 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
初出品者３名を迎えて 


